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叶　芳和
評論家

シ
リ
ー
ズ
レ
ポ
ー
ト

農業は先進国型産業になった！

―
農業現場の変化

代
に
入
る
と
減
り
止
ま
っ
て
い
る
。
米
国

も
、
む
し
ろ
増
え
気
味
で
あ
る
。

図
1
は
、
食
用
（
生
食
用
+
加
工
食
品

用
）
の
割
合
が
多
い
茨
城
県
と
千
葉
県
の

甘
藷
生
産
の
推
移
で
あ
り
（
両
県
合
計
）、

「
食
用
さ
つ
ま
い
も
」
の
需
要
動
向
の
代

理
変
数
と
考
え
て
よ
い
。
生
産
額
は
05
年

3
2
7
億
円
か
ら
15
年
4
3
4
億
円
へ
、

10
年
間
で
33

%
も
増
加
し
た
。
特
に
茨
城

県
の
増
加
が
大
き
い
。
1
5
5
億
円
か
ら

2
4
3
億
円
へ
拡
大
し
て
い
る
。
数
量

ベ
ー
ス
で
は
14
、
15
年
は
減
少
し
た
が
、

不
作
の
影
響
で
あ
る
。
不
作
時
も
金
額

ベ
ー
ス
の
増
加
は
続
い
て
い
る
の
で
（
単

価
上
昇
）、
需
要
の
強
さ
を
示
唆
し
て
い

る
。
東
京
卸
市
場
で
の
茨
城
産
の
価
格
は

13
年
1
3
4
円
／
㎏
、
14
年
1
6
3
円
、

15
年
2
0
5
円
だ
っ
た
。

健
康
志
向
が
高
ま
る
中
で
、
さ
つ
ま
い

も
は
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
豊
富
に
含
む
機
能
性
食

品
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
（
さ
つ
ま

い
も
は
穀
物
と
野
菜
の
両
方
の
メ
リ
ッ
ト

を
持
つ
準
完
全
栄
養
食
品
）、
需
要
が
増

え
始
め
て
い
る
。
抗
酸
化
作
用
や
生
活
習

慣
病
予
防
効
果
が
あ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

類
も
含
み
、
機
能
性
が
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。

食
用
の
中
で
も
、
食
品
加
工
用
（
焼
き

芋
用
や
干
し
芋
用
）
が
伸
び
て
い
る
。
特

に
焼
き
芋
は
ブ
ー
ム
だ
。
本
誌
前
号
拙
稿

で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
ス
ー
パ
ー
店

食
物
繊
維
、
ヤ
ラ
ピ
ン
、
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
に
役
立
つ
抗
酸
化
機
能
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
効
果
が
あ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ

ン
等
々
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
を
豊
富
に

含
む
、
そ
の
機
能
性
で
「
さ
つ
ま
い
も
」

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
お
腹
を
満
た
す
こ

と
で
は
な
い
。
品
種
改
良
や
栽
培
技
術
の

研
究
開
発
も
、そ
の
点
を
重
視
す
べ
き
だ
。

新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
さ
つ
ま
い
も

を
成
長
産
業
に
導
く
。

さ
つ
ま
い
も
は
、
生
活
水
準
が
高
く
な

る
に
伴
い
、
コ
メ
や
小
麦
に
代
替
さ
れ
、

食
用
需
要
は
減
少
し
て
き
た
。
つ
ま
り
、

所
得
が
上
昇
す
る
と
消
費
が
減
る
「
劣
等

財
」
で
あ
っ
た
。
実
際
、
長
い
間
、
さ
つ

ま
い
も
は
“
衰
退
産
業
”
と
見
ら
れ
て
き

た
。
生
産
の
推
移
を
み
る
と
、
1
9
5
5

年
の
7
1
8
万
ｔ
か
ら
、
2
0
1
6
年
86

万
ｔ
へ
と
激
減
し
た
。
作
付
面
積
も
、
38

万
ha
か
ら
3
・
7
万
ha
に
低
下
し
た
。

し
か
し
、“
成
長
産
業
”
に
転
じ
る
可

能
性
が
出
て
き
た
。
1
9
7
0
年
代
以
降

は
、
趨
勢
的
減
少
ト
レ
ン
ド
か
ら
脱
し
、

近
年
は
増
加
に
転
じ
る
気
配
が
観
察
で
き

る
。
さ
つ
ま
い
も
の
歴
史
的
後
退
は
飼
料

用
、
で
ん
粉
用
等
の
需
要
減
少
が
大
き
い

が
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
へ
の
代
替
が
一
巡
し
、

こ
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
が
弱
く
な
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
じ
つ
は
、
こ
の
傾
向
は
世
界
的

で
あ
る
。
中
国
で
さ
え
も
、
2
0
0
0
年

① 

成
長
産
業
に
な
る
か

第3回

劣等財「さつまいも」が成長作物になってきた。甘藷はでんぷんか野菜かと
いう分類論を超えて、スイーツ＆サプリメントになってきた。さつまいもは“機
能性”の高い準完全栄養食であり、健康志向社会では成長可能性が大きい。
土壌分析等、徹底した分析で“最高品質農産物”を志向しているのが、干
し芋加工販売の㈱照沼勝一商店である。2代目社長の照沼勝浩氏は、品
質重視、顧客に責任の持てる商品づくりを目指している。最近はアフリカに
進出し、EU市場を狙っている。
国民の“民度”が国産農産物の国際競争力を決めることになろう。

㈱照沼勝一商店（茨城県東海村）

さつまいもは
成長産業になる （2）
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舗
内
で
の
焼
き
芋
販
売
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
採
用
が
成
長
要
因
だ
。
美
味
し

い
新
品
種
の
出
現
や
、
品
種
別
リ
レ
ー
出

荷
の
効
果
も
大
き
い
。
こ
う
し
た
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
焼
き
芋
ブ
ー
ム
の
背
景

だ
。
さ
つ
ま
い
も
は
、
野
菜
か
ら
ス
イ
ー

ツ
に
化
け
た
。

干
し
芋
は
茨
城
県
が
全
国
シ
ェ
ア
約
9

割
を
占
め
る
。
ひ
た
ち
な
か
市
・
東
海
村
・

那
珂
市
が
主
産
地
で
あ
る
。
水
は
け
が
よ

く
肥
沃
な
黒
ボ
ク
土
は
さ
つ
ま
い
も
の
生

育
に
適
し
、
太
平
洋
の
潮
風
・
冬
期
の
長

い
晴
天
と
い
う
風
土
が
、
干
し
芋
生
産
の

比
較
優
位
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
東
海
村

② 

2
代
目
の
創
業
目
指
す

—

顧
客
志
向
、

　
品
質
重
視
の
た
め
規
模
拡
大—

シリーズレポート 農業は先進国型産業になった！  ―農業現場の変化

さつまいもは成長産業になる （2）
㈱照沼勝一商店 （茨城県東海村）

第3 回

表1：世界のさつまいも1人1年当たり消費量
（供給量ベース）

図1：茨城県+千葉県の甘藷生産の推移

（資料）農水省「農業生産所得統計」および「作物統計」

（出所）FAOSTAT「Food balance sheets」

の
国
道
2
4
5
号
を
走
る
と
、
両
脇
は
甘

藷
畑
が
続
く
。
東
側
（
海
側
）
の
芋
の
ほ

う
が
美
味
し
い
と
い
う
。
海
が
大
し
け
し

た
翌
年
は
特
に
美
味
し
い
。
潮
風
の
効
果

で
あ
ろ
う
。
こ
の
日
本
一
の
産
地
で
、
東

海
村
の
㈱
照
沼
勝
一
商
店
（
照
沼
勝
浩
社

長
）
は
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る
。

照
沼
家
は
2
0
0
年
以
上
も
前
か
ら
当

地
で
続
く
農
家
で
あ
る
が
、
飛
躍
し
た
の

は
先
代
の
勝
一
氏
の
と
き
で
あ
る
。
そ
れ

ま
で
普
通
の
農
家
で
あ
っ
た
が
、
勝
一
氏

は
流
通
業
に
進
出
し
た
（
50
年
代
後
半
）。

農
家
か
ら
さ
つ
ま
い
も
や
ス
イ
カ
を
購
入

し
て
市
場
に
持
ち
込
み
、
利
ザ
ヤ
を
稼
ぐ

相
場
師
と
し
て
成
功
し
た
。
ま
た
、
80
年

代
終
わ
り
頃
か
ら
は
、
干
し
芋
を
市
場
を

通
さ
ず
大
手
量
販
店
と
直
接
取
引
を
始
め

た
。業
界
の
先
陣
を
切
っ
た
動
き
で
あ
り
、

世界 米国 中国 日本

1961 26.2 2.8 97.3 40.2 

1970 27.3 2.4 103.5 12.1 

1980 21.2 1.9 80.2 6.9 

1990 14.0 2.0 51.7 8.6 

2000 11.3 1.9 41.4 7.0 

2005 10.8 2.0 38.2 7.6 

2010 7.9 2.8 24.1 6.5 

2013 8.2 2.8 24.3 7.0 

（億円、千ｔ）

05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

生産額 生産量

先
代
・
勝
一
氏
は
「
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
」
だ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

会
社
の
名
前
は
「
照
沼
勝
一
商
店
」
で

あ
る
。
父
の
名
前
の
ま
ま
で
あ
る
。
変
え

な
い
の
か
と
質
問
す
る
と
、「
父
を
超
え

る
ま
で
は
こ
の
ま
ま
残
す
」（
勝
浩
氏
）

と
い
う
。
父
の
時
代
は
年
商
10
億
円
ま
で

行
っ
た
。
2
代
目
は
何
を
付
け
加
え
て
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
の
か
。

現
当
主
の
勝
浩
氏
（
1
9
6
2
年
生
）

は
独
自
路
線
を
模
索
し
た
。
先
代
は「
量
」

を
多
く
扱
う
こ
と
で
利
益
を
上
げ
る
こ
と

を
重
視
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
後
継
者

（
2
代
目
）
で
あ
る
が
創
業
者
た
ら
ん
と

目
指
す
勝
浩
氏
は
、
相
場
に
頼
っ
た
経
営

か
ら
脱
却
し
、「
品
質
」
で
評
価
を
受
け

る
経
営
を
目
指
し
て
い
る
。
日
本
経
済
が

ゼ
ロ
成
長
の
時
代
に
な
り
、
高
値
が
続
く

生
芋
3
5
0
ｔ
、
干
し
芋
1
0
0
ｔ
（
生

芋
換
算
4
0
0
～
5
0
0
ｔ
）
で
あ
る
。

直
営
農
場
と
合
わ
せ
て
、
原
料
さ
つ
ま
い

も
約
1
5
0
0
ｔ
を
加
工
す
る
経
営
規
模

で
あ
る
。
農
地
は
ほ
と
ん
ど
借
地
で
あ
る

（
借
地
料
は
無
料
）。
父
の
代
に
40

ha
ま
で

集
積
し
た
。

東
海
村
は
原
子
力
の
村
で
、
原
子
力
設

備
の
お
陰
で
村
に
多
額
の
金
が
落
ち
る
。

さ
ら
に
、
近
隣
に
日
立
製
作
所
等
の
雇
用

の
場
が
多
く
、
農
家
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化

が
進
ん
だ
。
99
年
の
J
C
O
臨
界
事
故
の

頃
か
ら
離
農
が
加
速
し
、
農
地
を
預
け
る

人
が
一
段
と
増
え
た
。
土
地
の
流
動
化
、

農
地
集
積
の
背
景
に
は
「
東
海
村
」
が
あ

る
。照

沼
勝
一
商
店
が
自
社
農
場
の
規
模
拡

大
を
図
っ
た
の
は
、
地
域
の
さ
つ
ま
い
も

と
消
費
者
離
れ
が
進

み
、
ま
た
価
格
の
安

い
輸
入
品
に
流
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た

た
め
、
製
品
差
別
化

す
る
し
か
道
は
な
い

か
ら
だ
。

現
在
、
照
沼
勝
一

商
店
は
、
50

ha
の
直

営
農
場
、
干
し
芋
加

工
、
仲
買
人
（
農
家

か
ら
の
購
入
・
転
売
）

を
営
ん
で
い
る
。
農

家
か
ら
の
購
入
は
、



20農業経営者 2017 年 5 月号

は
13
人
い
る
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ

ム
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）。
借
地
＋
外
国

人
労
働
力
で
あ
る
。
2
0
0
0
年
代
日
本

農
業
の
必
勝
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

「
東
海
村
」
は
、
規
模
拡
大
へ
の
影
響
だ

け
で
は
な
く
、
も
う
一
つ
「
風
評
被
害
」
と

い
う
マ
イ
ナ
ス
も
も
た
ら
し
た
。
1
9
9
7

年
の
動
燃
再
処
理
工
場
の
爆
発
事
故
、
99

年
の
J
C
O
臨
界
事
故
と
放
射
能
漏
れ
が

続
け
て
発
生
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
傷
が

つ
い
た
。

東
海
村
は
地
域
に
放
射
能
施
設
（
放
射

③ 

分
析
に
凝
る
男

の
生
産
基
盤
が
弱
体
化
し
て
き
た
か
ら

だ
。
照
沼
勝
一
商
店
は
仲
買
ビ
ジ
ネ
ス
で

あ
る
が
、
地
域
で
や
る
気
の
あ
る
農
家
は

自
分
た
ち
で
直
売
し
、
一
方
、
同
社
に
芋

を
買
っ
て
く
れ
と
い
う
農
家
は
高
齢
化
や

意
欲
の
低
い
農
家
で
、
品
質
が
低
下
し
て

い
る
。「
食
べ
物
と
し
て
、
責
任
を
持
て

る
商
品
」
の
供
給
を
目
指
す
以
上
、
品
質

の
良
い
芋
を
供
給
す
る
た
め
、
自
社
農
場

の
拡
大
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。

顧
客
志
向
、品
質
重
視
を
貫
く
た
め
に
は
、

規
模
拡
大
が
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

農
場
の
規
模
拡
大
は
外
国
人
労
働
力
に

依
存
し
て
い
る
。
現
在
、
外
国
人
研
修
生

照沼勝一商店の干し芋乾燥施設

能
廃
棄
物
）
が
多
数
集
積
し
て
お
り
、「
核

の
ゴ
ミ
」
と
揶
揄
さ
れ
て
い
る
。
風
評
被

害
は
絶
え
な
い
。
放
射
能
汚
染
が
な
い
こ

と
を
、証
拠
を
示
し
て
証
明
し
な
け
れ
ば
、

干
し
芋
ビ
ジ
ネ
ス
は
出
来
な
い
。
こ
の
風

評
被
害
と
の
闘
い
が
、
照
沼
氏
を
「
品
質

管
理
」
に
駆
り
立
て
て
い
る
。「
東
海
村
」

が
照
沼
氏
の
原
体
験
に
な
っ
て
い
る
。

安
全
・
安
心
な
食
べ
物
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
こ
と
が
、
照
沼
氏
の
経
営
成
立

の
大
前
提
で
あ
る
。
隠
す
こ
と
で
は
“
風

評
被
害
”
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

隠
せ
ば
隠
す
ほ
ど
お
客
さ
ん
の
不
安
と
不

信
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
。照
沼
氏
は
安
全
・

安
心
で
き
る
こ
と
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
風
評
被
害
を
乗
り
越
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
正
面
突
破
の
取
り
組

み
で
あ
る
。
顧
客
に
責
任
を
持
つ
商
品
づ

く
り
の
上
で
、
非
常
に
大
切
な
精
神
と
思

わ
れ
る
。

現
地
に
会
社
を
訪
問
す
る
と
、
干
し
芋

加
工
場
の
大
き
な
乾
燥
施
設
が
目
に
つ
く

（
写
真
参
照
）。
衛
生
管
理
さ
れ
た
蒸
し
工

程
、遠
赤
外
線
に
よ
る
乾
燥（
酸
化
抑
制
）、

そ
し
て
鳥
害
虫
害
を
避
け
る
た
め
細
か
い

目
の
金
網
で
囲
ま
れ
た
天
日
干
し
場
（
紫

外
線
の
殺
菌
効
果
）
が
備
え
て
あ
る
。
品

質
管
理
の
徹
底
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
当

施
設
は
食
品
衛
生
管
理
の
国
際
標
準
化
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
H
A
C
C
P

を
取
得
し
て
い
る
（
2
0
1
1
年
）。
日

本
一
の
産
地
と
は
い
え
、
こ
れ
だ
け
立
派

な
加
工
施
設
は
照
沼
勝
一
商
店
だ
け
で
あ

る
。品

質
管
理
は
、
原
料
芋
の
段
階
で
は
堆

肥
と
土
づ
く
り
を
研
究
し
、
土
壌
分
析
等

を
徹
底
し
て
い
る
。
土
づ
く
り
は
、
単
に

“
有
機
肥
料
”
を
使
う
だ
け
で
は
解
決
し

な
い
。
有
機
堆
肥
は
ア
ン
モ
ニ
ア
ガ
ス
を

発
生
し
、
硝
酸
態
窒
素
を
作
る
。
こ
の
野

菜
を
食
べ
る
と
糖
尿
病
の
原
因
に
な
る
。

そ
こ
で
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
帯
び
た
腐

植
堆
肥
を
使
用
し
て
い
る
（
取
手
市
の
㈲

シ
モ
タ
農
芸
霜
多
増
雄
氏
の
理
論
）。
ま

た
、
土
壌
が
過
剰
栄
養
で
汚
染
さ
れ
て
い

る
と
の
見
地
か
ら
、
肥
料
要
素
の
不
足
分

表2：食品成分量比較（可食部100g当たり）

「日本食品標準成分表」2015年版（七訂）による。

さつまいも うるち米 トマト

たんぱく質（g） 1.2 2.5 0.7

カリウム（㎎） 480 29 210

カルシウム（㎎） 36 3 7

カロテン（μg） 28 0 540

ビタミン E（㎎） 1.5            Tr 0.9

ビタミン B1（㎎） 0.11 0.02 0.05

ビタミン C（㎎） 29 0 15

食物繊維（g） 2.2 0.3 1

クロロゲン酸 ◎

ヤラピン ◎ 0
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を
つ
ぎ
足
す
の
で
は
な
く
、
過
剰
養
分
を

マ
イ
ナ
ス
し
て
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
て
い
る
。

無
農
薬
栽
培
で
あ
る
。「
安
全
で
健
康

な
食
べ
物
」
の
供
給
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、“
農
作
業
者
の
健
康
”
に
も
留
意
し

て
い
る
か
ら
だ
。
今
の
芋
づ
く
り
は
農
薬

漬
け
で
あ
る
。
農
協
の
「
栽
培
ご
よ
み
」

な
ど
を
見
る
と
、
10
以
上
の
農
薬
を
使
っ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
土

壌
消
毒
も
し
な
い
。
単
収
が
著
し
く
低
い

の
は
そ
の
せ
い
で
あ
ろ
う
か
？

分
析
技
術
を
求
め
て
、
日
立
製
作
所
グ

ル
ー
プ
の
㈱
日
立
パ
ワ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
分
析
技
術
グ
ル
ー
プ
（
旧
日
立
協
和

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）
に
依
頼
し
て
、
土

壌
お
よ
び
作
物
の
精
密
な
科
学
的
分
析
を

行
な
っ
て
い
る
。
微
量
成
分
ま
で
念
入
り

に
分
析
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
残
留
農

薬
分
析
や
放
射
能
測
定
も
行
な
う
。
農
業

改
良
普
及
所
の
分
析
に
満
足
せ
ず
、
大
企

業
の
持
つ
分
析
力
も
借
り
よ
う
と
い
う
も

の
だ
。

水
質
分
析
は
㈶
茨
城
県
薬
剤
師
会
検
査

セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

畜
産
地
帯
の
井
戸
水
は
窒
素
が
高
い
。
硝

酸
態
窒
素
が
高
い
と
赤
ち
ゃ
ん
が
貧
血
に

な
る
。
逆
に
、
硝
酸
が
低
い
と
、
抗
酸
化

が
高
く
な
り
、
ま
た
ビ
タ
ミ
ン
C
も
壊
れ

に
く
い
。
こ
う
し
た
民
間
の
分
析
機
関
は

（
注
、
腐
植
堆
肥
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
2
土
壌
の
科
学
で

製
品
差
別
化
に
成
功
－
㈲
シ
モ
タ
農
芸
」
拙
著
『
新
世

代
の
農
業
挑
戦
』
全
国
農
業
会
議
所
2
0
1
4
年
参
照
。

な
お
『
農
業
経
営
者
』
2
0
0
6
年
12
月
号
拙
稿
。）。

つ
く
ば
市
に
も
あ
る
よ
う
だ
。
茨
城
県
は

分
析
セ
ン
タ
ー
が
多
い
の
が
強
み
だ
。
先

進
的
な
農
業
を
行
な
う
の
に
条
件
が
い

い
。10

年
前
に
も
、
照
沼
勝
浩
氏
に
お
会
い

し
た
。
そ
の
時
は
、
ま
だ
オ
ヤ
ジ
さ
ん
の

遺
産
が
大
き
い
と
い
う
印
象
だ
っ
た
。
し

か
し
、
今
回
は
違
っ
た
。
腐
植
堆
肥
の
導

入
、
大
企
業
の
分
析
力
の
活
用
、

H
A
C
C
P
取
得
の
加
工
工
場
新
設
な

ど
、
品
質
管
理
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
二

代
目
の
挑
戦
が
結
実
し
て
い
た
。
先
代
を

超
え
た
と
思
わ
れ
る
。

い
ま
、
照
沼
氏
は
地
域
全
体
の
品
質
向

上
を
目
指
し
、
問
題
意
識
の
共
有
に
取
り

組
ん
で
い
る
。「
茨
城
県
最
高
品
質
農
産

物
研
究
会
」（
E
L
F
）
を
組
織
し

（
2
0
0
7
年
）、
会
長
を
務
め
て
い
る
。

仲
間
と
共
に
、
科
学
的
に
実
証
さ
れ
た
安

全
性
を
追
求
し
て
い
る
の
だ
。

こ
う
し
た
徹
底
し
た
品
質
管
理
こ
そ
、

先
進
国
に
農
業
の
比
較
優
位
を
も
た
ら
す

の
で
は
な
い
か
。
先
進
国
ほ
ど
「
命
の
値

段
」が
高
い
。「
最
高
品
質
農
産
物
研
究
会
」

メ
ン
バ
ー
は
安
全
・
安
心
の
エ
ビ
デ
ン
ス

を
公
表
す
る
こ
と
で
、
製
品
差
別
化
が
出

来
、
安
い
輸
入
品
に
対
し
て
国
際
競
争
力

を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
照
沼
氏
の
干
し
芋
然

り
で
あ
る
。
家
電
な
ど
製
造
業
ハ
イ
テ
ク

④ 
民
度
が

　 
国
際
競
争
力
を
決
め
る

シリーズレポート 農業は先進国型産業になった！  ―農業現場の変化

さつまいもは成長産業になる （2）
㈱照沼勝一商店 （茨城県東海村）

第3回

商
品
が
輸
入
品
に
負
け
国
内
か
ら
撤
退
す

る
中
で
、
干
し
芋
は
労
働
集
約
的
で
、
高

コ
ス
ト
農
産
品
で
あ
っ
て
も
、
国
内
生
産

が
続
い
て
い
る
。

消
費
者
の
行
動
は
、
安
い
も
の
を
選
ぶ

人
と
、
高
く
て
も
安
全
で
健
康
な
も
の
を

選
ぶ
人
に
分
か
れ
る
。所
得
が
低
い
場
合
、

品
質
よ
り
価
格
選
好
が
強
く
な
る
傾
向
に

あ
る
。
逆
に
、
高
所
得
層
で
は
品
質
選
好

が
強
い
。
概
し
て
、
先
進
国
ほ
ど
、
食
の

安
全
性
に
つ
い
て
の
規
制
が
厳
し
い
の

は
、
品
質
選
好
の
消
費
者
が
多
い
か
ら
で

あ
ろ
う
。

日
本
の
農
産
品
の
多
く
は
、
品
質
は
良

い
が
高
コ
ス
ト
と
言
わ
れ
る
。
輸
入
品
の

ほ
う
が
安
い
。
消
費
者
が
品
質
を
問
題
に

し
な
い
限
り
、
日
本
の
農
産
物
に
競
争
力

は
な
い
。
日
本
人
の
所
得
が
高
く
、
安
定

し
て
い
れ
ば
、
国
産
品
志
向
が
強
い
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
逆
に
、
所
得
格
差
が
拡
大

し
、
低
所
得
層
が
増
え
れ
ば
、
輸
入
品
に

甘
ん
じ
る
人
が
増
え
る
。
つ
ま
り
、「
国

民
の
民
度
」
が
、
日
本
の
国
内
農
産
品
の

競
争
力
を
左
右
す
る
。

品
質
を
重
視
す
る
消
費
者
が
増
え
れ

ば
、
国
産
品
も
競
争
力
が
あ
る
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
日
本
の
農
産
物
が
国
際
競
争

力
を
持
つ
か
否
か
は
消
費
者
次
第
な
と
こ

ろ
が
あ
る
。

た
だ
し
、
日
本
の
干
し
芋
が
品
質
面
で

十
分
に
競
争
力
が
あ
る
か
は
疑
問
な
し
と

し
な
い
。
照
沼
勝
一
商
店
の
品
質
は
高
い

表3：茨城県の干し芋生産の推移

（出所）産出額は茨城県調べ。生産量は農水省「いもでん粉に関する資料」各年版。
（注）生産量は生芋換算。輸入は全国、生芋換算(×3.7倍）。輸入は中国産が9割を占める。

1990 1995 2000 2005 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

産出額（億円） 37 74 45 61 69 57 53 55 57 65

生産量（千ｔ） … 27 34 38 40 33 40 34 42

輸入（全国千ｔ）  …　… （03）35　（04）40 40 13 16 16 14 13 10 11
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が
、
業
界
全
体
と
し
て
は
そ
こ
ま
で
到
達

し
て
い
な
い
よ
う
だ
。
10
年
前
ま
で
は
、

市
場
に
出
回
っ
て
い
る
の
は
国
産
よ
り
輸

入
（
9
割
は
中
国
）
の
ほ
う
が
多
か
っ
た

（
表
3
）。
近
年
、
輸
入
が
減
少
し
て
い
る

の
は
、
中
国
で
も
生
活
習
慣
病
対
策
か
ら

干
し
芋
消
費
が
増
え
て
、
日
本
向
け
輸
出

ま
で
回
ら
な
い
と
考
え
た
ほ
う
が
良
い
。

干
し
芋
は
、
健
康
志
向
社
会
の
到
来
に

合
わ
せ
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
必

要
か
も
し
れ
な
い
。
干
し
芋
の
主
産
地
の

生
産
基
盤
は
、
脆
弱
に
な
っ
て
い
る
。
需

要
は
増
え
て
も
、
原
料
さ
つ
ま
い
も
の
供

給
が
追
い
つ
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
小

零
細
農
家
の
多
い
供
給
体
制
の
再
構
築
を

図
る
か
、
土
壌
汚
染
の
少
な
い
発
展
途
上

国
か
ら
原
料
を
輸
入
し
て
製
品
化
す
る
か

で
あ
ろ
う
。
照
沼
氏
は
開
発
輸
入
に
着
手

し
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
に
進
出
し
て
（
後

述
）、
芋
づ
く
り
を
始
め
た
。
タ
ン
ザ
ニ

ア
の
芋
を
輸
入
す
る
こ
と
で
、
東
海
村
の

「
風
評
被
害
」
を
克
服
す
れ
ば
、
中
国
や

韓
国
に
も
干
し
芋
を
輸
出
で
き
る
で
あ
ろ

う
。2

0
1
4
年
、
東
ア
フ
リ
カ
の
タ
ン

ザ
ニ
ア
に
進
出
し
た
。
現
地
法
人
を
設

立
し
、
さ
つ
ま
い
も
か
ら
干
し
芋
ま
で

一
貫
生
産
し
て
い
る
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
（
人

口
4
5
0
0
万
）
は
1
人
当
た
り
さ
つ
ま

い
も
消
費
量
は
約
47
㎏
と
多
く
（
日
本
の

⑤ 

ア
フ
リ
カ
進
出

松尾雅彦 著　　書籍 四六判・256 頁　学芸出版社 刊

■ 1,944 円（税込）＋郵送料 360 円

曖昧な活用の100万haの水田を畑地に
大転換すれば農村は15兆円産業を創造できる

スマート・テロワール　農村消滅論からの大転換

　限界集落、市町村消滅！？本当だろうか。消滅どころか、農業・
農村にこそ成長余地がある。その実現を阻んでいるのは、水田を
偏重する「瑞穂の国」幻想だ。余っている水田や休耕田を畑や放
牧地に転換し、その生産物を域内の工場で加工すれば、味はもち
ろん、価格も、輸入原料によるナショナルブランド商品に負けない
ものがつくれる。その商品を域内の消費者に新鮮なうちに届け、
最高の状態で提供するとともに流通コストを抑える。ここで大切な
ことは高級品ではなく、日常食品でシェアを確保してこそ量のメリッ
トも得られることだ。そうしてこそ、一部ではなく全体の復活につ
ながる。曖昧な活用の水田100万 haがよみがえれば、15 兆円の
新しい産業創造につながる（ジャガイモの生産と加工によるカルビー
の工場出荷額から試算）。契約栽培で市場価格の30％オフを実現
したカルビー元社長の「辺境からの変革」の提案。

7
倍
）、
ま
だ
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
生

産
高
は
3
5
0
万
ｔ
を
超
え
る
（
F
A
O

統
計
）。先
進
国
と
違
っ
て
、無
化
学
肥
料
、

無
農
薬
で
栽
培
し
て
い
る
。
単
収
は
日
本

の
3
分
の
1
。
味
が
濃
く
甘
い
美
味
し
い

さ
つ
ま
い
も
が
多
い
。
干
し
芋
は
元
々
現

地
で
も
作
っ
て
お
り
、
保
存
食
で
食
べ
て

い
る
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
産
さ
つ
ま
い
も
は
、
機
能

性
が
高
く
、
抗
酸
化
作
用
は
日
本
の
2
倍

も
あ
る
よ
う
だ
。
日
本
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト

と
し
て
輸
入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
輸
出
も
検
討
し
て
い

る
。
特
に
寒
い
北
欧
は
ビ
タ
ミ
ン
D
不
足

で
あ
り
、
市
場
は
欧
州
が
一
番
大
き
い
と

考
え
て
い
る
。

日
本
に
は
機
能
性
の
高
い
芋
、
欧
州
に

は
ビ
タ
ミ
ン
D
を
輸
出
す
る
と
い
う
戦
略

だ
。
ア
フ
リ
カ
は
抗
生
物
質
の
耐
性
菌
が

な
い
。
抗
酸
化
機
能
の
高
さ
は
ド
ル
箱
に

な
ろ
う
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
新
し
い
輸
出
産

業
に
な
り
そ
う
だ
。

「
当
初
は
現
地
の
栄
養
補
給
の
目
的
だ
っ

た
。
い
ま
は
、
輸
出
で
農
家
の
所
得
を
上

げ
た
い
」（
照
沼
氏
）

こ
の
国
際
協
力
は
J
I
C
A
の
支
援
を

受
け
て
い
る
。
農
業
の
直
接
投
資
の
立
派

な
成
功
事
例
と
な
ろ
う
。

（
参
考
）
10
年
前
の
㈱
照
沼
勝
一
商
店
に
つ
い
て
は
拙
稿

「
2
代
目
の
挑
戦
！
縮
減
社
会
で
成
功
す
る
道
」『
農
業

経
営
者
』
2
0
0
6
年
8
月
号
。
な
お
、
昆
吉
則
「
後

継
者
よ
創
業
者
た
れ
！
」『
農
業
経
営
者
』
1
9
9
7
年

4
月
号
参
照
。


